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【序】 
星間で塵は変質したり破壊されたりすると考えられている。当研究室では、こ
れまで炭素質の固体微粒子(dark-QCC)を実験室で合成し、そのスペクトルを解析
してきた。d-QCCはプラズマ状態のメタンガスを原料にして合成され、星間塵に似
た220 nm吸収ピークを示す物質である。d-QCCを星間塵のモデル物質とし、その変
成過程を調べることを本研究の目的とする。 
【実験】 
d-QCCを弱く電離したプラズマガス中に置いて反応させ、その紫外・可視スペク
トルや赤外スペクトルの変化を測定した。またX線光電子分光法(XPS)による分析
を行った。使用したガスは水素、酸素ガス、空気、水蒸気である。 
【結果・考察】 
d-QCCを水素プラズマ中に置いてプラズマ処理させると、芳香族性のC-H結合に
よる3030 cm-1の赤外吸収ピークが減少し、メチレンのC-H結合による2920 cm-1の
赤外吸収バンドが増加した。紫外・可視では全波長領域で吸収が減少したものの、
220 nmにある吸収ピークに変化がみられなかった(図1)。XPS測定の結果、試料表
面のみ変成し、sp3炭素/sp2炭素の割合が増加した(図2)。一方、真空蒸着法によ
りアモルファスカーボン膜を作成した。この試料は270 nmに非常にブロードなピ
ークを示す。この試料をd-QCCと同条件で反応させると、全波長領域での吸収の減
少とともに吸収ピークが消滅した。この実験結果から、d-QCCに含まれる220 nm
の原因となる構造は比較的安定だと考えられる。 
一方、酸素を含むガス(水蒸気、酸素ガス、空気)のプラズマ中にd-QCCを置いて
プラズマ処理したらC=O結合の赤外吸収ピークが現れた(図3)。C=Oや-COO-などの
結合の生成はXPS測定によっても照明できた。 
 近年、惑星間塵の試料の分析が進み、220 nm吸収ピークを示す物質が含まれて
いることや、ケトンやカルボキシル基など酸化された原子団が存在することなど
の報告がある。実験結果とこれらのデータとを比較し議論する。 
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図1 水素プラズマ処理した
d-QCCのUVスペクトル 
図2 水素プラズマ処理した
d-QCCのXPS分析結果 
図3 酸素プラズマ処理した
d-QCCのIRスペクトル 
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